





























―― 1991 年と 2012 年を比較して ――
藤 田 和 史


















えば，2007 年の和歌山県の CVS の展開状況は人口 1 万人あたり 2.1 店と全国最低水準であり，
10 年以上その状況が継続している。同じく 2007 年の全国平均は 3.4 店となっており，およそ
2/3 の数値である。人口規模が類似している山陰地方の 2 県でも鳥取県 2.7 店，島根県 2.4 店
となっており，和歌山県の店舗数が著しく低いことがわかる。とはいえ，後述するように県全





うな要因によるのだろうか。それを考察するためには，CVS が増加する直前の 1990 年代初頭
の状況と現在とを比較検討することが有効であると考えられる。
　以上をふまえ，本稿は，和歌山県内の CVS に関して，その展開過程と立地状況について，
市区町村別・チェーン別に 1991 年と 2012 年の状況を比較検討する。また，それを通じて県内
1） 商業統計調査における CVS の定義は，平成 9 年以前の調査では「売場面積 50m2 以上 500m2 未満で，セル
フ方式を用い，営業時間が 12 時間以上または閉店時刻が 21:00 以降」となっている。平成 9 年以降に定義の



























コンビニエンスストアの成立条件について以下の 3 点を挙げている。まずは，1 店舗あたりの
1 日の売上である。箸本は 1999 年度の大手 CVS チェーン 3 社の 1 日平均売上から，1 店舗あ
たり 55 万円程度の売上が必要であると指摘している。次に，集客数である。チェーン店協会
の調査によると，CVS における来客一人あたり平均購買額は 600 円であるとされる（1999 年


























が課題となる。最小限のトラックで最大限の店舗に配送し，かつ 1 日で 3 回配送するには，単
純に計算して 1 台のトラックが 1 回の配送で稼働できる時間の上限は 8 時間となる。だが，ト
ラックの乗務員には休憩が必要であり，トラックは清掃・給油など整備が必要となる。また，
商品の積載・荷卸しの時間も必要となり，それらを除けば実際の稼働時間は 6 時間が上限とさ
れる。この 6 時間もセンターと店舗の往復の時間であり，ゆえに配送センターから片道 3 時間
が配送の最大距離とされている。すなわち，CVS が成立するための輸送上の内部条件は，上




























1）。人口 1 万人あたりの店舗数を検討した結果，100 万人以上の都市（政令市等）では 2.71 店
であるものが，規模が小さくなるに従って減っていき，5 千人未満では 0 最低規模の 0.40 店と
















　では，現在の傾向はどうなっているのだろうか。図 3 と図 4 は現在の CVS の立地動向を都
道府県別に示したものである。図 3 をみると，土屋の指摘した傾向と大きな変化はなく，CVS
は三大都市圏内および広域中心都市のある都道府県を中心に立地している。図 4 の a および c
は商業統計表上で CVS と分類されるすべての店舗終夜営業店について，全人口 1 万人あたり
の店舗数を示している。これによると，総じて東日本と九州で高く，近畿南部から中四国の
一部で低い傾向がみられる。これは先にみた土屋が指摘した傾向に一致する。同様に，b およ
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6） 土屋（2000）は，1997 年時点で首都圏では CVS の出店が飽和状態になっていることを指摘している。当時
の首都圏では，1km2 あたりの店舗密度が 4 店舗以上となる市町村が存在し，武蔵野市では 5.5 店舗ともっと




場合においても図 4 に示した値は 2.4，3.8，2.1，3.3 と平均を大きく下回り，全国最低水準に






図 4　人口からみた全国のコンビニエンスストアの　立地状況（2007 年・2010 年）
（資料：国勢調査・商業統計調査）
注）国勢調査指標は 2010 年調査，コンビニエンスストアの店舗数は 2007 年調査のもの。
（終夜店）





　図 5 の a は 1991 年時点での県内の市町村への CVS の立地状況を示している。1991 年時点






オーバーレイして店舗数を集計した（表 2）。なお，1990 年時点の県内市町村における DID の
概況は表 3 に示す通りである。DID に立地する店舗は 51 店，DID 外に立地する店舗は 29 店
である。市部を中心として DID に立地する店舗がみられる一方で，町村部は DID 外への立地
図 5　和歌山県内市町村における立地地域別
コンビニエンスストアの出店動向（1991 年･ 2012 年）
（資料：インターネットタウンページ・タウンページ）
29和歌山県内におけるコンビニエンスストアの立地に関する一考察





表 2　立地地域別にみた県内市町村における CVS 店舗の展開状況（1991 年 ･2012 年）
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2．2012 年の状況
　同様に図 5 の b は現在の和歌山県内の CVS の立地状況を示している。現在，和歌山県内に
は 265 店の CVS が立地している。そのうち，180 店が紀北に，36 店が紀中に，そして 49 店が
紀南に立地しており，1991 年と同様に人口分布にそった立地傾向を示している。詳細に検討
すると，平成の大合併を経て町村数に変動があるために単純には比較できないが，紀美野・美
浜・日高川・古座川・北山の 5 町村をのぞくすべての市町村に CVS が立地するようになった。
紀北では和歌山市での店舗の増加が著しく，114 店と 20 年間でおよそ 2 倍になっている。和
歌山市以外でも紀北の市部ではこの 20 年間で店舗数が 3 ～ 5 倍に増加しており，紀北の町村







めに，DID のデータとオーバーレイして店舗数を集計した（表 2）。1990 年と比較すると DID
が消滅した町村や，面積・人口に変動した町村も散見されるが，すべての市町村で人口は減少，
面積は紀北から紀中の市部で増加している（表 3）。DID に立地する店舗は 122 店，DID 外に
立地する店舗は 143 店である。1991 年と比較すると DID 外立地店舗が 4 倍強に増加している。
これは，主に町村部での店舗の増加が理由であるが，それと同時に市部郊外での店舗増加も挙
げられる。DID 外の店舗の多くは主要国道や駅が立地する中心集落への立地がみられることは














　本章では県内に立地する CVS チェーン別に，CVS 店舗の展開過程・立地状況について，地
域別･市町村別に検討する。
1．1991 年の状況
　図 6 および図 7 は，1991 年時点での和歌山県内の CVS 店舗の立地状況を示している。1991




うち 15 店が和歌山市に，残る 3 店も岩出町・粉河町といった紀北の町村に立地が限られてい
る。デイリーヤマザキも 6 店舗出店しているが，和歌山市，海南市や橋本市といった紀北の市











地地域別に集計した（表 4）。当時県内に出店していた 80 店舗中 DID に立地している店舗が
51，DID 外に立地している店舗が 29 であった。このことから，この時期は主として都市部，
人口集積地域への出店が進んでいたと判断される。チェーン別に検討すると，ローソンは DID
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への立地が顕著であり 18 店舗中 13 店舗が DID への立地であった。とりわけ，和歌山市内に
立地する 15 店舗については，13 店舗が DID に立地している。これは，デイリーヤマザキと
いしづちも同様である。デイリーヤマザキは 6 店舗中紀北の市部に立地する 4 店舗が DID に，
いしづちは 11 店舗中紀南に展開する店舗を中心に 7 店が DID に立地している。K マートは 6








　図 8 および図 9 は，2012 年現在の和歌山県内の CVS の立地状況を示している。現在，和歌
山県内に展開している主要 CVS チェーンはセブンイレブン・ローソン・ファミリーマート・サー
クル K サンクス・デイリーヤマザキの 5 チェーンである。
　これらのチェーンのうち，セブンイレブンは和歌山市，岩出市，紀の川市や橋本市といった





表 4　CVS チェーン別の立地傾向（1991 年）
（資料：タウンページ）










ナントエリアを形成している。紀北では和歌山市に 7 店舗，岩出市や橋本市などに 4 店舗を展
開しているが，紀中から紀南の西牟婁にかけては店舗が立地していない。東牟婁一帯では新宮




しているが，和歌山市に 39 店とその 1/3 が立地している。紀北の他の市町村へは 24 店舗，紀
中の市町村は 19 店，紀南の市町村に 24 店舗が立地している。この分布傾向は，ほぼ人口分布
に則しており，紀北と紀南に重点的に立地しているといえる。ファミリーマートについても，
県内全体で 65 店舗が立地しているが，和歌山市に 31 店舗，それ以外の紀北の市町村に 13 店舗，
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　1991 年と同様に，これらのチェーンがどのような立地指向を持って出店しているのかを検
討するために，立地地域別に集計した（表 5）。現在，県内に出店している 265 店舗中 DID に






1991 年との比較でいえば DID 外での店舗の増加が著しいともいえる。これらのチェーンのう










の市町村で CVS の立地はみられなかった。ただし，一部の町村では個人商店等が CVS を名乗っ
ている例もみられたが，Ⅱ―1 で整理したような CVS とは性質を異にするものであることに注
意しなければならない。
　次に，2012 年では 5 つのナショナルチェーンが和歌山県内に店舗を展開している。しかし，
チェーンごとに出店傾向は異なり，大きくは県内の一部地域に展開するものと全県に展開する











網を持つことから，早い時期からの出店があったものと考えられる 7）。2012 年にはこれらの 2
チェーンに加え，セブンイレブン・ファミリーマート・サークル K サンクスが出店している。
これらのチェーンのうち，ファミリーマートの出店が最も早く，1998 年に和歌山市内に 1 号
店が開店している（日本経済新聞 1998 年 3 月 26 日付地方経済面）。出店の契機となったのは，
堺市への配送センターの設置である。堺市から阪和自動車道を経由して紀北の市町村へと配送
が可能となったことによって出店が加速している 8）。次いでセブンイレブンが 2001 年に和歌















9） 日経流通新聞 2002 年 7 月 11 日付の記事によると，紀南に先行出店していたのはローソン（18 店）である



































片道 3 時間が上限である。新宮など東牟婁に立地する CVS は紀勢自動車道および国道 42 号線
を利用した三重県側からの配送が実施されていると考えられる。ところが紀勢自動車道は大紀
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The Development of Convenience Stores in Wakayama Prefecture:
A Comparative Analysis of their Locations and Distributions between 1991 and 2012
Kazufumi FUJITA
Abstract
The purpose of this study is to clarify the development of convenience stores in 
Wakayama Prefecture through a comparative analysis of their locations and distributions 
between 1991 and 2012. In this study, I used the Geographical Information System （GIS） 
for location analysis. The results can be summarized as follows. The biggest difference 
between 1991 and 2012 was the advance of stores belonging to national-level chains. In 
1991, two national chains had a presence in Wakayama Prefecture. Over the course of 
the last two decades, three national chains expanded into the prefecture. They exhibited 
three different tendencies in terms of location choice: Single-area dominant type, dual-
area dominant type, and prefecture-wide type. 7-Eleven and Daily Yamazaki use a 
single-area dominant location strategy （mainly locating their stores in the northern part 
of the prefecture）. Circle K Sunkus takes a dual-dominant location （stores located in 
the northern part and southern parts of the prefecture）. Lawson and FamilyMart locate 
their stores throughout the whole prefecture. However, there are still two areas with no 
convenience store locations. These are the mountainous areas of the prefecture, and those 
districts that lie beyond the companies’ distribution networks. In mountainous areas, there 
are not enough customers to support convenience stores. Similarly, it is impossible for 
any company to build dominance in an area that lies beyond its delivery network.
